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 主 日 礼 拝 

 ①８:30am ②10:30 ③1:30pm ④7:00 

 司  会        ②石井 秀人兄 

奏  楽 

祈  祷        ②白川 達男兄 

賛  美  聖歌４７２番  ～主は御座におられる～ 

主の祈り 

 

聖書朗読  ヨハネの黙示録２２章１～７節 

特別賛美   ①②「マザー・テレサの祈り」／③④西田美榮子姉 

メッセージ  「永遠の命のすばらしさ」 

石井 潤 牧師 

聖 餐 式  賛美「主イエスの十字架の血で」 

献  金  聖歌２２９番 ～アメイジング・グレイス～ 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  ～イエス様は私たちの道～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★本日も礼拝の恵みを心より感謝致します。今週も主の守り,祝福を祈ります！ 

☆今週の祈り会は ○早天祈祷会：明朝６時。◎祈祷会：木曜朝１０時半～、 

夜７時半～（大和の祈祷会に参加）。○準備祈祷会：土曜夜８時。 

★木曜午後２時～、上田市大手の石井兄姉宅にて家庭集会が行われます。 

☆来週も４回日曜礼拝を行います(敬老会は中止)。〈司：白川兄／祈：石井兄〉。  

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔９/１２－/１９〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 箴言 22-23 24-26 27-29 30-31 伝道 1-3 4-7 8-12 雅歌 1-4 

新約 2 コリント 1 2 3 4 5 6 7 8 

チェック ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ○○○○ ○○○○○ 
○○○○
○○ ○○○○○ 



 
「けれども、わたしがあげる水を飲めば、絶対に渇くことはありません。わたしがあげる水は、それ

を飲む人のうちで永久にかれない泉となり、いつまでもその人を永遠のいのちで潤すのです。」 

ヨハネ４章１４節〔リビングバイブル〕 
 
２１章で「新天新地」が登場し、この黙示録も終わり、聖書の幕がそこで閉じても良いと

感じます。しかし、最後の２２章で「いのちの水の川」が紹介されていることには特別な意味

を感じます。この川の水は飲むことができ、それは永遠の命に至る水となります。そして、その

川の両岸にはいのちの木が植えられていて、毎月実が実り、１２種の実がなるとは、毎月異

なる実がなるということでしょうか？今月はリンゴ、来月はブドウ…という風に！？ 

イエス様はこの地上に遣わされて何度かご自身のことを語られました。「私は命のパンで

す」。「私はまことの光です。私に従って来る者はやみのうちを歩くことなく、命の光を持ちま

す」。「誰でも渇いている者は私のもとに来て飲むがよい。そうすれば、その人の内から生ける

水が川々となって流れ出る」。これは聖霊様を指して語られたということですが、永遠の命に

ついての表現でもあると言えます。聖霊様は私たちを天国へ導いて下さるお方で、救いの保

証であるお方。天国はまさに、永遠の命の世界。主イエス様を信じる者は聖霊様によって、

永遠の命の世界へと導かれているのです。 

イエス様は「あなたがたは、聖書の中に永遠の命があると思って調べているが、この聖書

は、わたしについて証しをするものだ。（ヨハネ５：３９）」とも語られました。聖書の重要なテー

マは「永遠の命」、それはすなわちイエス様ご自身です。 

ある若者がイエス様のもとに来て「永遠の命を得るために何をしたらよいか？」と訊ねまし

た。世界中の人々が追い求めているのは、この「永遠の命」です。人類の歴史の中で、不

老不死を求めて多くの人々が悩み求めてきました。しかし、その世界が一人の人を信じるこ

とによって開かれるということは決して理解することはできません。しかし、もしその世界が開か

れることが理解できたら、すべての人々はイエス様を信じるようになるのではないでしょうか。 

先週の祈祷会では、一年前に召天された武井博先生が以前に語られたメッセージをお

聴きしました。その中で武井先生の奥様のお父様、浅石大和兄の救いのお証しが語られま

した。浅石兄は、ベルリン大学に留学もされた優秀な弁護士でした。しかし、ご高齢となり、

大きな病を患いました。彼は熱心な仏教徒で、入院されている時に飢え渇いて、むさぼるよ

うに何冊もの仏教の本を読みました。しかし、そこには救いがないことを発見しました。そして、

すでに牧師となっていた娘婿である武井先生とお会いして、質問をしました。「キリスト教に

は復活はあるのか？」と。それに対して、武井牧師は「あります！」と明確に答えました。する

と、「私は洗礼を受けたい」とおっしゃったということです。もうすでに９０歳を越えておられました

が、それは明確な信仰告白でした。どんなに優秀で、善人で、世の中で認められていた人

であっても、自分の力では救われることはないということを悟り、イエス様に救いを求めたので

す。そして、洗礼を受け、永遠の救いを手にしたのです。 

「永遠の命のすばらしさ」 
～イエス様に救いを求める～ 


